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第１回

ニホンオオカミ（ヤマイヌ）の学名とその由来

中 村 一 恵 （神奈川県立生命の星・地球博物館名誉館員)

動物のすべての種は規約上、７つの義務カテゴ
リ－に含められなければなりません。すなわち種、
属、科、目、綱、門、界の７つです。オオカミを
例にあげてみますと、以下のようになります。種
の学名は属名と種小名の２語で表すのが基本で、
それらはイタリック体で表記するのが普通です。

界 動物界 Animalia
門 脊椎動物門 Cordata
綱 哺乳綱 Mammalia
目 食肉目 Carnivora
科 イヌ科 Canidae
属 イヌ属 Canis

種 オオカミ Canis lupus

上記リンネの二名法に基づくオオカミの学名詳
細は次のようなものとなります。
Canis lupus Linnaeus,1758,Syst.Nat.10th
ed.1:39.Sweden.
Syst.Nat.10th ed.とはリンネ(C.Linnaeus)の

『自然の体系の第10版』を指しています｡Swedenは
基産地を示し､スウェ－デン産の標本に基づいてオ
オカミが初めて記載されたことを表しています｡こ
れによってオオカミの動物界の地位が明瞭になっ
たわけですが､その後､世界各地からオオカミの標
本が集められ､地理的変異に注意が払われるよう
になり､オオカミの新種や亜種が相次いで報告さ
れるようになっていったのです。その一つがニホ
ンオオカミであったわけです｡

シ－ボルト(Ph.Fr.Siebold)が日本から持ち帰っ
た標本に基づいて当時のライデン自然史博物館館長

テミンク（C.J.Temminck）によって新種として報告

されたことはあまりにも有名です。その学名は､

Canis hodophilax Temminck,1839となります｡
一方､日本本土のオオカミは新種ではなく､大陸の
オオカミCanis lupus Linnaeus,1758の地理的変
異と見做す分類見解がありますが､この場合の種
小名hodophilaxは種より下のカテゴリ－､すなわ
ち亜種名として使われ､Canis lupus hodophilax
Temminck,1839という学名に変わります｡

学名には意味がある
オオカミの学名Canis lupusは、属名に当たる

カニスは「イヌ」、種小名のル－プスは｢オオカ
ミ｣を意味しています｡ともにラテン語起源です｡
因みに、霊長目ヒト科ヒトの学名である Homo
sapiensは､ホモは「人間」、サピエンスは「賢
く､ 分別のある｣という意味です。
ではニホンオオカミ(ヤマイヌ)Canis hodophilax
の学名の意味は？。
京大霊長類研究所の相見滿氏（相見,1999）に

よれば、hodosは「小径」、phylaxは「守護者」
を意味するギリシア語であるということです。
Canisが「イヌ」を意味することは先に述べま

した｡ヤマイヌの学名の意味は｢小径を守護するイ
ヌ｣ になろうかと思います。深遠で美しい学名だ
と思います。

ヤマイヌとオオカミは同じ動物に名付けられた
複数の名称ですが、時代によってどのように使い
分けがなされたのか、とくにヤマイヌの本当に意
味するものは何であったのか、知名度の高い民俗
語彙「送り狼」と「小径を守護するイヌ」の意味
との関係は？等々、解明されていない、興味深い
問題がたくさん残されています。



第２回

中 村 一 恵 （生命の星・地球博物館名誉館員）

民俗学の世界では、山中に残された鹿などオオカ
ミの食べ残しは「イヌオトシ」とか「オオカメオト
シ」と呼ばれてきました（『綜合日本民俗語彙』）。
「鹿は山中で山犬や、あるいは猟犬に追われると、

川に沿って下へくだる性質をもっているから、山犬
に追跡される鹿が人里に姿を見せるのは当然のこと
である。だから、人里近くの山や河原で、狼に食い
殺された鹿が多かったわけである。こうした場合の
狼は、まず鹿の横腹を食い破り、臓腑を平らげてか
ら肉に及んだ。朝がきてあたりが明るくなっても、
まだ恋々として鹿肉を食べ続けることが多かった。
村人は夜明けの薄明の中に、そうした狼の姿をかい
ま見たものであった。しかし狼は人間の姿を認める
と逃げ去ってゆくのが普通だった。そしてそのあと
には、人間の垂涎する狼の食べ残しである鹿の残骸
が残された」と、民俗学者の松山義雄氏は著書『狩
りの語部』の中でこう述べています。

アメリカのオオカミ研究の第一者であるミ－チ
（Mech,1991）によれば､オオカミは獲物を倒すとた
だちに横腹を喰い破り、心臓、肺、肝臓などの内臓
を真っ先に食べる。内臓はとくに脂肪に富み、栄養
値が高い。その後漸次、内臓以外の他の部位を食べ
てゆくということです。上記の民俗資料との大きな
矛盾点はありません。

緊迫した関係
｢狼は人の姿を認めると逃げ去ってゆくのが普通

だった｣というのは、「人の接近」に対する正常な
反応であったと思います。だが、オオカミが敵から
十分な距離をとることができない場合、緊張状態が
続き、ときに最大限の興奮をともなう防衛反応、あ
るいは臨界反応が現われたとしても不思議はないで
しょう。臨界距離とは、逃走距離と攻撃距離との間

の狭い空間を言います。動物の逃走反応が、時とし
て突然攻撃行動に変化するのは、人がその動物の臨
界距離を侵犯して逃走する余地を奪ってしまうから
で危険な状態です。つまり、間合いを十分に確保で
きないようなニアミスが生じれば、オオカミは人を
襲うこともあっただろうということです。
「犬落しを最初に発見するのは、カラスの群れで、

明けがたの空に、異様なカラスの鳴き声をきくと、
家犬たちもそれと気づいて、さっそく犬落しのある
現場にかけつける。そして鹿肉にむらがるカラスの
群れを追い払って、こんどは犬たちが第二の賓客に
なって、ごちそうにあずかるが、しかしこの時の犬
たちの喧騒ぶりから、飼い主たちもそれと気づいて、
現場へ駆けつけて犬どもを追い払い、漁夫の利を占
めたものである」。
カラスの群れやイヌの動きを見て、ヒトは「犬落

し」の現場を発見し、オオカミの逃走距離を計って
獲物を横取りしてきたのでしょうが、ここで見失っ
てならないのは、「犬落しを拾うと、塩と鹿肉の一
部を残してきた。そうしないと、拾得者の家へ山犬
が夜分、荒らびこんでくる」と考えられていたこと
です。

日本人は古くから塩を神聖な物質と考えており、
とくに山間部では入手しにくい貴重品でした。その
塩を供えるところに常民のヤマイヌ（オオカミ）観
の一つが現われています。「肉食獣のオオカミが塩
を好むのか」などの論議は不毛だと言うことです。



第３回

狼 毒 殺 中 村 一 恵（生命の星・地球博物館名誉館員）

オオカミを毒殺した際に用いた薬成分の詳細、か
つ仕掛けを示した重要な古文書が残されています
（岩手県立博物館編『岩手の古文書』）。抜粋して
紹介します。

狼取毒殺薬調合覚
一、まじん 四匁
一、鉄のせんくづ 三匁
一、そばのめ 弐匁
一、ほうの木あいかわ 壱匁
一、大ばち 五分

この史料は藩営の牧場で狼の被害を防ぐため、沼
宮内村の村民に書き上げさせたものであり、文書に
は以下のような解説がなされています。
「『まじん』とは『マチン（馬銭）』のことで、東南アジ

ア産の高木で種子は猛毒。『鉄のせんくづ』はやすり
くずのこと。『そばのめ』はすりつぶしてつなぎに使
ったものか。『ほうの木あいかわ』は朴の木の皮だと
思うが使用目的はわからない。『大ばち』は岩手地方
で『蛇の大八』という天南星のこと。まむし草ともい
い塊茎は有毒。この他、『ぶすしどけの根』『小附子』
（トリカブト）、『大ぜり』（毒ゼリ）など狼取り秘伝の
調合法があり、代々相伝えされより効果の良い物が
工夫された」。
上記の五つの味を調合したのが沼宮内村の「狼取

清十郎」という男であり、プロフェ ショナルな
「狼ハンタ－」が存在していたことを伺わせる文書
であると思われます。
清十郎は、以下のようにも記述しています。
「右五味を合せ随分細がに調合し、狼取り候節は、

死馬の身深く切さき、夫へ薬種を入れ、切口見え申

図説明

マチンとその種子（左）

小泉榮太郎著『和漢薬考』（明治26年刊）より.

さざる様仕り、御野へ指し置き申し候えば、夫を狼
見候と給し、早速死に申し候。但し塩類の物にて餌
かい仕り候ては狼給し申さず候」。
マチン（中国語でmaqian、馬銭）の学名をストリ

キノス・ヌックス・ホミカ（Strychnos nux vomica）
と言います。このマチン科植物の種子に含まれる猛
毒アルカロイドがストリキニ－ネ（ｓｔｒｙｃｈｎｉｎｅ）と
呼ばれるもので、その毒性には速効性の効果がるこ
とから、狼はたちまち毒殺されてしまったと考えら
れます。「早速死に申し候」とあるのがその事を物
語っています。地域を特定する記述はありませんが、
イヌの毒殺にもマチンが使われていた（『和訓栞』）よ
うです。
秋田県でもマチンを使った狼毒殺が行なわれてい

た事が、 太田雄治氏の『マタギ 消えゆく山人の記
録』に記録されています。
「バセン 馬銭という薬種。安政５年（１７７６）当時

の秋田県能代で、１５匁で四両という高価な薬。これ
にいろいろな品を混ぜて死馬に仕掛けたところ、正
月みそかの夜、ニ頭のオオカミが阿仁川原で死んで
いた。薬をしかけた死馬を食べたからである。大野
台付近の村里に放牧馬の大敵であるオオカミが出没
した時、新田目村の肝煎宅に泊まっていた渡辺理右
衛門という人が調合した薬。理右衛門は山形県出身
で、秋田藩産物方に雇われて北秋田地方を巡回して
いた。養蚕や紅花作りの指南役であったが、この調
合薬だけは秘法と称して公開しなかった。したがっ
て成分は不明」。

毒物を使用した狼駆除の中でも、ストリキニ－ネ
は北米西部において狼の数をコントロ－ルするため
に広範囲に使用され、 豚のラ－ドや死肉に仕込み、
０．１３～０．２６ｇというわずかなストリキニ－ネ粉末に

よって毒殺が行なわれてきました（Ｈ．Ｄ．Ｃｌｕｆｆ ａｎｄ Ｄ．
Ｌ．Ｍｕｒｒａｙ，１９９５）。北米での使用量と単純に比較すれ
ば、岩手で使われた「まじん」では四匁（壱匁は３．７５ｇ）
と量が多すぎるように思えるのですが、その質や製
法などが北米と違いがあっ たのかもしれません。

北海道においても、ストリキニ－ネを用いたオオ
カミやイヌの駆除が行なわれていました（山田伸一，
２００２「北海道開拓記念館調査報告」４１号）。北海道
に止まらず、上記の２資料から思うに、本土域の、
少なくとも東北地方でも狼を駆除するためにストリ
キニ－ネを主成分とした毒殺が行なわれていたと考
えるのが妥当だと思います。
マチンは中国語由来ですが、「馬銭」とはどうい

う意味だったのでしょうか。



第４回

ミステリアス“ウルフ” 中 村 一 恵 （生命の星・地球博物館名誉館員）

ニホンオオカミ（ヤマイヌ）も「ミステリアスな
オオカミ」ですが、南米のフォ－クランド諸島にも
ニホンオオカミに劣らずミステリアスな“オオカ
ミ”が生息していました。フォ－クランドオオカミ
（Dusicyon australis）と呼ばれるのがそれです。
フォ－クランド諸島は大西洋のパタゴニア大陸棚上
にあって、南米大陸に最も近い所から約５６０ｋｍ （Ｗｏｏ
ｄｓ，１９７５）も離れています。南緯５１度～５３度、西経５７
度３０分～６１度３０分の間に位置しています。

ダ－ウィンが見たフォ－クランドオオカミ
１８３３年５月１日と１８３４年５月１６日にビ－グル号は東

フォ－クランドのバ－クレ－湾に錨を下ろしました。
『ビ－グル号航海記』（註）のなかでダ－ウィンは

次のように書いています。
「私の知る限り、大陸から離れた土地でこれほど

大型な固有の獣を有している例は世界で他所に見ら
れないところであろう」と。

「固有の獣」とはフォ－クランドオオカミを指して
います。現地名はＷａｒｒａｈ。Ｎｏｗａｋ（１９９１）によれば、体
の大きさ（１個体）は頭胴長９７０ｍｍ、尾長２８５ｍｍ。
さらに、「この獣は馴々しく、テントに入って来て

眠っている水兵の枕の下から肉を引っ張り出したの

図説明
フォ－クランドオオカミ. 尾の先端部が白い.
Mivart,St.George:Monograph of the Canidae.

1890年刊より.

を現に見ている。ガウチョたちは片手にナイフを持
って、容易にこの獣を刺殺した。その個体数は急速
に減って、サン・サルバドル湾からバ－クレ－湾の
連なる地頚部より以東の島の半分ではすでに消滅し
てしまった。この群島に正規の植民がされるように
なれば、おそらく幾年も経ずしてこのキツネ（ダ－
ウィンは“オオカミ”に似た大きなキツネ」と表現
している）も、すでに地表から消滅した鳥類ド－ド－
と同列のものとなるであろう。」とダ－ウィンは予言
しました。

ダ－ウィンの予言は的中した。
フォ－クランドへの最初の上陸記録は１６９０年で、

１７６４年から１８３１年までは断続的であったものの、１８３３
年以降は継続的な植民が行なわれてきました。つま
り、フォ－クランドへの植民が本格化したのは、ダ
－ウィンが最初に上陸した１８３３年以降のことだった
というわけです。植民に伴って、当然のことですが、
多数の家畜が導入されました。東フォ－クランド島
に羊が定着したのは１８５２年、西フォ－クランド島へ
の最初の導入は１８６７年のことでした。１８７０年までに
はフォ－クランド全体で羊の数は約６５，０００頭、以来
急増して１８９８年には約８０万頭となってピ－クに達し
たということです。
フォ－クランドオオカミはこれらの羊を食害する

として、また毛皮目当てに大量に殺されたりして１８７０
年頃には非常に稀となってしまい、最後の１頭が殺
されたのは１８７６年と言われています。１１個の頭蓋骨
とわずかな毛皮だけが残されたにすぎません（ニホ
ンオオカミと似ている！）。
フォ－クランド諸島にはフォ－クランドオオカミ

以外、土着の陸生哺乳類は皆無であり、この島の
“オオカミ”は海獣のアシカ（オタリア）や、海鳥
類とその卵などを食べて生活していました。ダ－ウ
ィンが目撃した頃は東西フォ－クランド島に普通に
生息していたようです。ネコやパタゴニアから移入
された銀ギツネなどの他の陸生哺乳類は全て人間が
持ち込んだものです。羊が導入される前のフォ－ク
ランドオオカミは全く人を恐れることがなかったこ
とはダ－ウィンが証言しています。警戒心の薄い性
格は島の生物の一般的な傾向の一つです。

クラットン－ブロックら（Ｃｌｕｔｔｏｎ－Ｂｒｏｃｋ ｅｔ ａｌ．，１９７６）は、

頭蓋骨の特徴がディンゴに極めて似る点や尾の先端
が白いなどの理由から先史インディアンによって家
畜化されたものが野生化した可能性があるという説

を提示しています。クラットン－ブロック（Ｃｌｕｔｔｏｎ－Ｂｒｏｃｋ、
１９７７）の示唆によれば、その祖先種はクルペオギツ
ネ属（Pseudalopex）とイヌ属（Canis）の交配種で、
それの飼い馴らさたものが完新世初期に島に持ち込
まれたというものです。



これに対して、ベルタ（Ｂｅｒｔａ，１９８７）は更新世の海
面低下期に大陸から自然移住し、島に隔離されたこ
とで固有化したとする説を発表しています。大陸棚
は３２０ｋｍ以上にわたって大西洋に張り出しています。
平均水深は１００～１５０ｍ（Ｈａｒｒｉｓ，１９９８）、そうであれば、
氷期には大陸部はフォ－クランド諸島に接近した位
置となりますから、ベルタの説には捨てがたいもの
があります。ただし、土着の陸生哺乳類がフォ－クラ
ンドオオカミ唯１種であるところに引っ掛かるので
すが。

小さな個体群が島のような閉鎖的な環境に隔離さ
れて繁殖が繰り返されると、遺伝子の仕組で生物は
飛躍的な進化を遂げると考えられています。人為的
な環境下でそれは証明されています。
常に人馴れのよい行動をする扱いやすい性格の銀

ギツネだけを繁殖させ、２０年間の厳しい選択交配の
結果、野生の銀ギツネにはない極めて新しい形態的

特徴をもつキツネが生まれたという非常に興味深い
実験結果が報告（Ｂｅｌｙａｅｖ，１９７９）されています。こ
の特徴はある種の犬種によく似ており、とくに似て
いるのは尻尾の部分（原著論文掲載の写真では尾の
先端部が明瞭に白色）であったということです。ま
た、これらのキツネのなかには、野生の銀キツネに
は認められない黒と白のブチの毛色が認められたと
いうことです（訳文は Ｊ．サ－ペル編・森祐司監修
『犬、その進化、行動、人との関係』を参照）。

ニホンオオカミの系統を探る際に忘れてならない
ことは、それが、フォ－クランドオオカミのように
大陸から隔離された本土島嶼部で成立した「島のオ
オカミ」という視点ではないでしょうか。

註：邦訳 ビ－グル号航海記（島崎威雄訳）.岩
波文庫.上・中・下３巻.中巻に記述あり.



第 ５回

犬 落 し （その２）－クレプトパラシティズム－

中 村 一 恵 （生命の星・地球博物館名誉館員）

絶滅の危機にあるリカオン

リカオン（Lycaon pictus）の体高は６０～７５㎝、体
重２０～２５㎏の中型のイヌ科動物です（Ｋｉｎｇｄｏｎ，１９９７）。
群れは２０頭あるいはそれ以上に大きく、ときに６０頭
に達することがあります。協同して狩りを行い、主に
１５～１００㎏クラスのアンティロ－プ類（ウシ科）を捕
食しています。リカオンは、いわば「アフリカのオオ
カミ」とも言うべき生態的地位にありますが、厳密に
食性の点でオオカミと比較すれば、オオカミの方が
オポチュニストであるのに対して、リカオンは純肉
食性のスペシャリストで、めったに腐肉や捨肉を食
べない（Ｅｓｔｅｓ，１９９１）ことがわかっています。わが
国でも現生種のリカオンに似た大型イヌ類の化石種
（Canis falconeri、詳細は本誌７２号参照）が多摩川
の鮮新－更新統の地層（およそ１８０万年前）から発
見されています［小泉明裕，２００３．第四紀研究４２（２）：
１０５－１１１］。
かつてサハラ砂漠以南から南アフリカまでの広大

なアフリカ大陸に生息していたリカオン（図１）の現
存数は、わずかに５０００頭と推定されています。生息地
が失われたこと、人による迫害、犬からの狂犬病の感
染などが、その衰退の原因と考えられてきました。とこ
ろがここにきて、ブチハイエナ（Crocuta crocuta）
の生息密度の高い開けた地域では、ハイエナによる
クレプトパラシティズムがリカオンの生存に大きな
影響を与えていることがわかってきたのです（Ｇｏｒｍａｎ
ｅｔ ａｌ．，１９９８）。ハイエナ科の動物は、一見イヌ科動
物に似ていますが、ジャコウネコ科に近縁な一グル
－プと考えられています。ブチハイエナ（図２）は通常
は単独またはペアで行動しますが、採餌時には集合
性が高まり、６５頭を超す群れが観察されたこともあ
ります。

図１．リカオン（筆者画）

とその左前肢（Ｐｏｃｏｃｋ，１９１４

による）．イヌやオオカミの

前肢では５指で、通常後肢で

は４指であるが、リカオンで

は前後肢とも４指である．ハ

イエナに似る．
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図２．ブチハイエナ．東アフリカ・セレンゲティ国立公園（筆者撮影）．

クレプトパラシティズム

クレプトパラシティズム（ｋｌｅｐｔｏｐａｒａｓｉｔｉｓｍ）とは
聞き慣れない言葉かと思います。平たく言えば「寄生
的な餌の強奪」を意味しています。ブチハイエナの体
高は７１～９１㎝、体重は５０～８６㎏（Ｋｉｎｇｄｏｎ，１９９７）。肩の
高さに大差はないのですが、体重はリカオンより倍
もあります。リカオンが一日当たり通常の狩りで費
やす時間は３．５時間ですが、捕獲した餌の２５％をハイ
エナに横取りされると、狩りの労働時間は１２時間に
跳ね上ると算定されています（Ｇｏｒｍａｎ ｅｔ ａｌ．，１９９８）。
見通しの良い開けたサバンナでは、ブチハイエナの
群れは多くの場合「盗む側」に立ち、リカオンの群れ
サイズが小さいときや、大きくても群れの結束が弱
いとハイエナによって獲物を強奪されてしまいます
（Ｅｓｔｅｓ，１９９１）。しかし森林の密なサバンナでは、ハイ
エナによるクレプトパラシティズムは非常に少ない
と報告されています（Ｃｒｅｅｌ ｅｔ ａｌ．，２００１）。リカオン
にとって、環境の特性や構造は生き残るための重要
な要素となっていることが示されています。

「犬落し」再考

連載２回目（本誌８４号）で取り上げた「犬落し」の意
義について、改めて考えてみたいと思います。
以下の文は民俗研究家の岸田日出男氏が収集され

た資料（『日本狼物語』吉野風土記２１号，１９６３）の中
から抜粋したものです。人とオオカミの攻防が生々
しく語られています。
「今から四十年程前、自分（奈良県野追村弓手原在

住）が鉄砲を持ち初めの頃だった。部落の下を流るゝ
弓手原の対岸にある棚田の上方に一匹の鹿が表われ
てドンドン飛び下がって来る。見てをると横の方か

ら一匹の狼が表れて鹿の咽喉笛に喰付いたと思ふと
鹿は横扉に倒れた。そこで、人々は鉄砲を打ち放った
ら狼は逃げたので倒れてをる鹿を荷って谷川の処ま
で来た。丁度その時は夕方だったので、鹿を淵深く浸
しておいて明日の事とした。所で夜中数頭の狼が表
われて盛んに吠えて恐ろしく又喧しいので、数人の
人は篝火を打ち振り乍ら谷川に下って浸してある鹿
を取り出し腹部を割いて臓腑をとり出して高い所へ
放り出し、死骸は元通り水浸しにしてをいた。それか
らは狼も啼かなかった。翌朝いって見ると臓腑はす
っかり平げてしまってあった。所で鹿を倒したのに
違いないと思はれる狼が、その後二十日程してから
弓手原の下流の川原で死んでをった。自分はそれを
拾ってかえり黒焼屋に１５円でうった」。
「犬落し」で注目すべき点は、松山義雄氏（『狩りの

語部』）や岸田氏によって得られた資料が主に明治
初期から昭和初期にかけて生存した人々からのもの
であり、実際に「犬落し」を目撃した人々、あるいは間
接的に耳にした人々からの聞き取り調査の結果であ
ったということ、そしてまた、その時期がニホンオオ
カミが衰退・絶滅へ向かう時代（明治時代末期）に一
致しているということです。岸田氏の上記資料も明
治２８（１８９５）年頃に実際にオオカミを目撃した人から
の聞取りであったと推察できるものです。

「オオカミは恐るべき獣と認識された一方で、焼畑
地帯の農民にとっては農作物を食害する害獣を駆除
してくれる益獣と認識されていた」とする論評が複
数の民俗学者によって提示されています。だが「犬落
し」の本質は、人が常に優位な立場でオオカミの獲物
を強奪するクレプトパラシティズムであり、「共生」
とはほど遠いものであったのではないでしょうか。
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第 ６回

狼 の 黒 焼 中 村 一 恵 （生命の星・地球博物館名誉館員）

｢山家の作り言葉になりて狼の黒焼はと、聲のを
かしげに賈りて｣

「黒焼は、主に動物を蒸焼きにして炭化させたも
ので、薬研などで粉末にして用いる民間薬の一種。
江戸時代後期には黒焼を製造・販売する店も多く、
とくに江戸では上野の御成道、大阪では高津（現、
南区）の黒焼屋が有名店であった」（平凡社『大百科
事典』）と言われています。
高津の黒焼屋とはどのような専門店であったのか、

上野益三先生によって紹介されています。
上野益三先生は、本来陸水学がご専門でしたが、

博物学史に関する膨大な研究業績を残され、ニホン
オオカミについても優れて独自の論文・論説を数多
く発表された方です。その一つが「ヨ－ロッパに在
るニホンオオカミの標本」と題する論文です。シ－
ボルトとの関連で『摂津名所図會』について、以下
のように書いておられます。この図會は寛永８年
（１７９６）と１０年（１７９８）の２年に分けて出版される
という、やや異例の出版形態をとって 世に出され
ました（柳瀬万里解説『摂津名所図會』臨川書店）。
「フォン・シ－ボルトは大阪の天王寺界隈で、動

物商のある街を通ったと書いているが、それがどこ
なのかよくわからない。 ただ、一つ思い当たるのは、
天王寺の北西、高津神社の西へ下る石段下の南側に、
そのころ聞えた黒焼屋があったことである。黒焼ば
かりでなく、その材料の生の動物を売っていた。シ
－ボルトはその店を見たのであろうか。『摂津名所
図會』は、その黒焼屋の店頭の情景の巧みな描画を
載せている。店先に吊された獣のうち、絵の左端の
カワウソと右端のウサギに挟まれた、やや大形の獣
は狼らしい。板台の上にも小獣が見える」。
板台の上の商品名「川うそ」に引っ張られて、上

野先生は左端に吊された獣をカワウソと見誤ってし

まったと思いますが、左端の３頭の獣はキツネで、
板台に仰向けに描かれている２頭の獣がカワウソと
思われます。右端の牝ジカとウサギは四足を縛られ
て吊り下げられていることから、「生きた動物」も
商品として扱われていたのでしょう。また、右手の
板台上に黒く描かれた小動物の一部は黒焼状態で売
られていたことを物語っているようです。まさに看
板通りの「萬黒焼所」です。

ももんじ屋
江戸市中では獣肉を専門にする料理茶屋を「もも

んじ屋」とか「獣肉（けだもの）茶屋」と言い、黒
焼屋と同じように獣の屍体や生体を軒下に吊して目
印にしていたようです。 天保３（１８３２）年に発刊
された寺門静軒著『江戸繁昌記』（東洋文庫によ
る）には、「山鯨」という見出しで「猪・鹿・狐・
兎・水狗・毛狗・子路・九尾羊等の物」と多岐にわ
たって獣が「薬喰い」と称して利用されていたこと
が記述されています。前半はわかるが、後半にはカ
ワウソに「水狗」、オオカミに「毛狗」、クマに
「子路」、カモシカに「九尾羊」という不可思議な
漢名が当てられています。
平岩米吉氏（『狼－その生態と歴史－』）によれ

ば、「ももんじ屋」という屋号は毛深い獣を意味す
る「ももんじい」に由来するということです。後半
の漢名も毛深い獣（けだもの）を暗に示した造字と
も解釈され、オオカミはその典型であり「毛狗」と
記述されています。「山鯨」という呼称は、一般に
当時の獣肉食をはばかる風習とも関係した語彙と考
えられています。
薬食舗と称する店は江戸では麹町に一店しかなか

った（『江戸繁昌記』）のが、「この二十年の間に、
いまや数えきれないほどに増えた」と記録されてい
ます。猟師の直営する店もあったことが『類柑子』
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図説明
『摂津名所図會』（部分）に描かれた「萬黒焼所」の景．浪速叢書刊行会，１９２７年刊より．

（『宝井其角全集』勉誠社刊）に記述されています。
「四谷の宿次に猟人の市をたて、猪・かのしゝ・羚
羊・狐・貉・兎のたくひをとりさかして商へる中に、
猿を塩漬けにしていくつもいくつも引上て、其のさ
ま魚鳥をあつかへるやう也」と。

明治末期にはオオカミを手に入れることは非常に
困難な状況になっていたと推察できます。だからこ
そ黒焼の材料として高価で取引されたのでしょう。
「鹿を倒したのに違いないと思はれる狼が、その

後二十日程してから弓手原の下流の川原で死んでを
った。自分はそれを拾ってかえり黒焼屋に１５円で売
った」。これは前回紹介した、岸田日出男氏の『日
本狼物語』からの一文です。明治２７年の公務員の初
任給が５０円（『値段の明治・大正・昭和風俗史』）
であったことを思うと、黒焼用のオオカミがいかに
高価で取引されていたかを物語っています。明治３８
年（１９０５）１月、アンダ－ソンの助手として奈良県
東吉野村鷲家口でオオカミ入手に立ち合った金井清
氏（満州生物学会会報２：１／２，１９３９）も、オオカミを
持ち込んだ猟師たちが、その胴体が「黒焼の薬」と

して価値ある事を主張したと書き記しています。

紀州大台ヶ原山の麓・大杉谷間という所で捕獲さ
れたというオオカミが明治４１（１９０８）年２月１日付
けの雑誌『少年』に写真入りで登載されています。
雄で目方は４貫５００匁（１６．８７ｋｇ）。当時の本所東両
国の名高い「ももんじ屋」に送られたとあります
（直良信夫『日本産狼の研究』；平岩米吉『狼－そ
の生態と歴史－』）。
大英博物館に保存されている「鷲家口のオオカ

ミ」は頭骨の特徴から若い雄であった（Ｐｏｃｏｃｋ，１９３
５）ことがわかっています。動物作家の戸川幸夫氏
が金井清氏にじかに面会し 、氏自身から聞いたと
ころによれば、１８ｋｇぐらいあった（週間朝日百科日
本の歴史５９９号，１９８７）ということです。大杉谷間の
オオカミも若い個体であったのでしょうか。

「狼の如きは、刺すに包刀を以つてす。蓋し悪獣た
る所以なり。一丁刀を鼓して之れを屠る」

（『江戸繁昌記』）。
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第 ７回

エチオピアオオカミ－

分子情報が明らかにしたアフリカの「オオカミ」
中 村 一 恵 （生命の星・地球博物館名誉館員）

今、世界で最も絶滅の危機に曝されているイヌ科
動物がエチオピアオオカミ（Canis simensis）です。
１９世紀にはエチオピアのほぼ全土に生息していた
（Ｎｏｗａｋ，１９９１）のが、現在ではわずか５００頭以下で、
しかも生き残った個体群はエチオピア高地の六つの
地域に分断され、孤立化状態にあります（Ｇｏｔｔｅｌｌｉ ＆
Ｓｉｌｌｅｒｏ－Ｚｕｂｉｒｉ，１９９２）。
絶滅の危機をもたらした要因の一つに生息地の喪

失が挙げられていますが、それは、生態学者（四手井
綱英・吉良竜夫監修『熱帯雨林を考える』）によれば、
以下のようなものであったと考えられます。
「東北部アフリカの熱帯林の中心はエチオピアの

高地にあった。アジスアベバを中心とする山岳地帯
は、かっては、高いところは針葉樹林、低地は広葉樹
の森林に覆われ、紅海に面した低地とソマリア半島
に突出した部分を除く広大な地域に広がっており、
国土面積の７０％に及んでいた。森林の農地化は早く
から進められ、１９３０年代には森林面積は国土面積の
４０％にまで減って、同時に土壌の劣化が起こってい
た。１９５０年代以降の人口と家畜の爆発的な増加によ
り、残っていた森林も次々に焼き払われて畑や放牧
地に変えられていった」。
この他に、狂犬病は最も危機的な要因と考えられ

ていますが、イヌとの同処性が高まったことで餌を
めぐる競争や交雑も起きています。ここでは、イヌ
との交雑の問題と分子情報によって初めて明らかに
されたエチオピアオオカミの系統を中心にご紹介し
ます。

特殊化した「オオカミ」

背面は明るい赤味がかった黄褐色で、喉、頚と尾の
半分程度は白色。先端部は黒い。中型種で、頭胴長雄
平均９６３ｍｍ、同雌９１９ｍｍ、体重雄平均１６．２ｋｇ、同雌１２．８ｋｇ
（Ｓｉｌｌｅｒｏ－Ｚｕｂｉｒｉ ＆ Ｇｏｔｔｅｌｌｉ，１９９４）、肩高約６００ｍｍ
（Ｎｏｗａｋ，１９９１）。北米のコヨ－テ（Canis latrans）と
ほぼ同じくらいの大きさです。エチオピア固有種で
標高３０００～４５００ｍの高地に限って分布し、アフリカタ
ケネズミ属（Tachyoryctes）やヤブカロ－ネズミ属
（Ｏｔｏｍｙｓ）などのネズミ類を主食としています。頭
骨に特徴があり、Ｍｉｖａｒｔの図を見ると、歯は全般に小
さくコヨ－テのように吻部が細長いことがわかりま
す。齧歯類を主食とすることで特殊化が生じたのか
もしれません。

図説明 エチオピアオオカミの頭骨

（Ｍｉｖａｒｔ，Ｓｔ．Ｇｅｒｏｇｅ： Ａ Ｍｏｎｏｇｒａｐｈ ｏｆ ｔｈｅ Ｃａｎｉｄａｅ．
１８９０ 年刊より．）
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エチオピアオオカミは、これまで多くの場合シメ
ニアジャッカル（Ｓｉｍｉｅｎ Ｊａｃｋａｌ）と 呼ばれ、形態形
質に基づく分類（Ｃｌｕｔｔｏｎ－Ｂｒｏｃｋ ｅｔ ａｌ，１９７６）でも、
頭蓋骨と歯の特徴はアフリカのヨコスジジャッカル
（Ｃａｎｉｓ ａｄｕｓｔｕｓ）に似るという結果が得られて
いました。ところが、近年のミトコンドリアＤＮＡに基
づく系統解析では、意外にもキンイロジャッカル
（Canis aureus）やセグロジャッカル（Canis
mesomelas）などアフリカ主産のどのジャッカル
類よりも、オオカミ（Canis lupus）やコヨ－テに近
いというものでした。学名の変更はありませんが、こ
の新しい系統上の地位が支持されたためか、現在で
はエチオピアオオカミ（Ｅｔｈｉｏｐｉａｎ Ｗｏｌｆ）と呼ばれる
ことが多くなっているようです。しかしその社会構
造はオオカミとはだいぶ異なっているようです。

イヌとの交雑

エチオピアオオカミの六つの個体群のうち、少な
くとも一つの個体群でイヌとの交雑が進展している
と考えられています。なぜ、そうなるのか。
エチオピアオオカミの群れサイズは最大で１３頭、

雄の方が卓越しています。繁殖期は非常に短く、雌は
群れを離れて近くにいる別の群れの雄と交尾します。
群れ外で交尾する割合は７０％と高く、群れ内の雄と
交尾する割合は３０％と非常に少ないようです。年一
回繁殖できるのは群れのなかの一頭の雌だけで、子
育ては群れが協同して行います。若い雄は性的に成
熟しても群れを離れることはありません（Ｇｏｔｔｅｌｌｉ
ｅｔ ａｌ．，１９９４；Ｓｉｌｌｅｒｏ－Ｚｕｂｉｒｉ ｅｔ ａｌ．，１９９６；Ｓｉｌｌｅｒｏ
－Ｚｕｂｉｒｉ ｅｔ ａｌ．，２００４）。

図説明
エチオピアオオカミ（筆者画）

エチオピアオオカミの雌がイヌと交尾する機会が
増えたのは、冒頭で述べたような農耕地の拡大に伴
いイヌが増えたことに関連していると指摘されてい
ます。問題はここからです。イヌと交尾した雌は自分
の生まれた群れに戻って出産し、メンバ－の助けを
得ながら子育てをすることができる。ここがオオカ
ミと大きく異なる点です（Ｖｉｌａ ＆ Ｗａｙｎｅ，１９９９ ）。そ
してイヌとの雑種であっても、エチオピアオオカミ
として社会化され、群れのメンバ－として受け入れ
られる。そのため、イヌの遺伝子が浸透する機会を高
めると考えられているのです。
一方オオカミでは、通常繁殖に関わる主導権を持

っているのは地位の高いアルファのペアだけであり、
そのため劣位の雌は発情しても交尾できず、ストレ
スに曝されます。そこで群れを離脱して別の群れ出
身の雄を求める行動に出ることで、新しい群れを形
成する機会を得ると考えられています。エチオピア
オオカミと異なり、オオカミでは群れを離脱した雌
が元の群れに戻ることはありません（Ｓｍｉｔｈ ｅｔ ａｌ．，
１９９７）。

待たれるニホンオオカミの「古代ＤＮＡ」分析

エチオピアオオカミは後期更新世にユ－ラシア大
陸からエチオピア高地を中心とした北アフリカに進
出した「オオカミ類似種」の遺存種と考えられていま
す（Ｇｏｔｔｅｌｌｉ ｅｔ ａｌ．，１９９４）。分子情報によれば、エチ
オピアオオカミは短期間で明らかに別種に見える形
態形質上の変化を遂げた、そう考えざるをえません。
イヌと交雑するのは、オオカミとも近縁であること
が示されたことになります。
生物のＤＮＡを調べる研究には普通生きた生物を用

いますが、絶滅した生物にもごく微量ながらＤＮＡは残
っています。過去に存在した生物から取り出されたＤ
ＮＡは試料の古さにかかわらず「古代ＤＮＡ」と呼ばれて
います（斎藤成也『ＤＮＡから見た日本人』）。数十年か
ら数百年前に作成された博物館標本から、数千年を
経た考古遺跡から出土するミイラや骨まで数多くの
遺物に「古代ＤＮＡ」が含まれている（増田隆一・阿部永
『動物地理の自然史』）と考えられています。
サバンナシマウマ（Equus quagga）にはいくつ

かの亜種が知られていますが、そのうちの南アフリ
カ産の亜種クワッガ（E.q.quagga）は乱獲により１８
世紀の終わり頃（１７８８年が最後の個体）に絶滅しまし
た。１９８３年、ヨーロッパの博物館に収蔵されていたク
ワッガの標本からＤＮＡを抽出し、その塩基配列を決定
することに成功しています。
岐阜大学ではニホンオオカミ（Canis lupus

hodophilax）の「古代ＤＮＡ」を調べて、その系統を探る
研究を進めているということです（斎藤成也、２００５、
前掲書）。ニホンオオカミが絶滅して１００年、今だに系
統は明らかにされていません。分子情報は、エチオピ
アオオカミのような意外な結果をもたらす可能性も
あり、楽しみですね。
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第８回

送りイヌ－導犬説－ 中 村 一 恵 （生命の星・地球博物館名誉館）

導犬の概念とは

殷帝国（紀元前１７００－１０９５ごろ）は河南省安陽県
小屯の一帯にあったとされ、紀元前１１００年頃に周に
よって滅ぼされたと言われている。中国のピラミッ
ドともいうべき大規模な墓で、十数個の大墓と一千
ほどの小墓が発掘されている。王の棺の四隅には腰
坑と呼ばれる小坑がある。腰坑というのは、墓底の
ほぼ中央部に掘られたその位置が死者の腰のあたり
にあることから名付けられた。殷帝国の墓はその坑
中に犬を入れるものが多かったことで知られ、殷墟
から死者の棺とともに犬の骨が発掘された。「腰坑
の犬」は、地中の悪霊から死者を守護するもの、あ
るいは地鎮の意味と解釈されているが、以上の事か
ら漢文学者の鈴木健之氏（「古代における導犬の概
念について」東京学芸大学紀要第３０集）は、この腰
坑の犬牲は死者を冥界に先導するのが本来の目的で
はなかったかと指摘している。犬が冥界の先導とな
るのは、鈴木氏によれば、他の地域でも認められて
いる。
アッサム地方のナガ族、トンキン地方の山岳地帯

に住む苗族などに犬の殉葬が知れらている。苗族の
例では殉葬させた犬と死人の手とを紙糸を結んで葬
った（Ｌｅａｃｈによれば犬の口と死人の 手首を結んだ
－筆者註）。このような冥界の導犬という観念は、
内蒙古東部のモンゴル・ツング－ス系の騎馬民族に
も知られていたことから、鈴木氏は導犬の概念は古
代東アジア一帯に広く分布していたと考えたが、実
際にはもっと広範囲であったようである。導犬の概
念は遠くメキシコや南米のペル－（渡辺照宏『死後
の世界』）でも知られている。これらの地域の原住
民は死者の道案内として一匹の犬を殺す習慣があっ
た。また北米のネイティヴ・アメリカンの間でも飼

い主の墓で一匹の犬を殺し、新しい世界（死者の国）
への道案内をさせる習慣があったことが広く認めら
れている（Ｌｅａｃｈ，１９６１）。
「殉葬」とは「人が亡くなったとき、その最も近

親の家族や、あるいは死者に生前に仕えた人が自発
的にこれに殉って生命を断ち、または強制的に殉わ
しめる風習で、人ばかりでなく、死者によって生前
に飼育された動物なども殉わしめることもある」と
定義されている（『日本考古学用語辞典』）。殉葬
の対象がヒトに限らなかったことは、『日本書紀』
の大化薄葬令によって死者の葬送に際してウマを殺
し、死出の旅に連れていく習慣を禁止する命令が出
されていたことからも明らかである。ウマを埋葬し
た事例は多く、五世紀から七世紀にかけて東北から
九州まで広がっており、その多くが死者とともにウ
マを殉葬させたものと考えられている（田中琢・佐
原真編『発掘を科学する』）。
鈴木健之氏による古代東アジアにおける導犬概念

は、以下のように要約できるかもしれない。〔犬は
人智を越えた霊の世界を知り、暗い道を冥界へ導く
能力をもっている。さらに道中を犬に託せば、死者
は無事他界へたどりつける。人は犬を「殉葬」させ、
案内者として立てることで他界へ到達するまでの道
程を安全かつ確実なものとした〕。
わが国でも、宮城県の前浜貝塚（縄文晩期）から埋

葬された人骨のすぐ脇から犬の骨格が見つかってい
る。考古学者の金子浩昌氏（『貝塚の獣骨の知識』）
によれば、人とほぼ同時に犬が埋葬されたものと考
えられるということから、導犬としての殉葬であっ
た可能性に高いものがあろう。

送りイヌ
民俗学者の桜井徳太郎氏の『民間信仰』には、常
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民が山犬をどのように認識していたのか、加えて「ヤ
マイヌ信仰」の原型ともいうべきものを示す興味深
い一文が記述されている（愛媛県南宇和郡における
聞き書き）。
〔御荘町猿鳴では、ヤマイヌ（原文で「山犬」以

下同）というのがどんな形をしたものか判らないが、
生魚などを担いで夜山道を通るときに、よく憑くも
のである。魚を網袋の中に入れて背負って歩いてい
ると急に重くなった。おかしいなと思っているうち
に、背後でどすんという音がする。振り返ってみる
と、闇夜に眼玉がピカッと光った。それがヤマイヌ
で、網袋の中をしらべると魚がなくなっている。ヤ
マイヌが魚をとって食べてしまった証拠であるとも
いう。また、ヤマイヌはけっして悪戯をはたらかな
い。むしろ人間を守ってくれるものであるという。
振舞に招待されて、夜遅く家路へ帰るとき、山中で
道に迷うことがある。途方にくれていると、ピカッ
と光るものが見える。それを目当てに歩いて行った
ら、やがて人家の見える峠へ出た。あるいは、ヤマ
イヌがいったん憑いてしまうと、他の妖怪は遠慮し
て憑かなくともいう。ヤマイヌが憑いたら、持って
いる弁当を抛り投げて与え「守ってくれよ」と唱え
るとよい。そうすると、道中道案内をしながら家ま
で送りとどけてくれる。家についたら、もう一度何
か食物を与えてやる。翌朝戸外に出てみると、その
食物はきれいになくなっている。これは確かにヤマ
イヌがついてきた証拠である（中略）。火を嫌う、
とくに煙草の烟りをいやがるから、腰を落ちつけて
焚火を燃やしたり煙草を吸うのが、ヤマイヌを避け
るもっとも有効な手段であると伝えている。一本松
小山に出るヤマイヌは、眼の大きい犬だといわれて
いる。血を好むので赤月（月経）の婦人などにはよ
く憑く性質をもっている〕。
〔内海村柏では、ヤマイヌは狼とも異なり魔物の

一種である。憑かれると、人の後になり先になりし
てついてくる。「家に帰ったら豆御飯を炊いてやる
から、トギ（供）をしてくれよ」というとつけて来
なくなる。赤火にも黒火にもまた新亡（新仏、つま
り死者）にもよく憑く。だから葬式や法事の帰りに
は、よほど注意をしないとたいてい憑かれてしまう。
同じ村の油袋のヤマイヌは、お産祝の餅や十月亥の

子の祝餅を母親や里の親類へ配る子どもに目を付け
て出てくるという。股をくぐったり、頭上を跳び越
えたりしてついてくる。城辺町中緑でも、お産見舞
に行って七夜を済まさないうちに、その家のご飯を
もらって食べると山中のヤマイヌに憑かれることが
あるといって警戒する〕。

境界を守る犬
桜井氏の記述から読み取れるキ－・ワ－ドは出産、

埋送、墓、憑霊となろうか。

出産と埋送：出産と埋送という人生の出入口は、
不安と緊張に満ちた、ある種の境界的時空である。
日本の民俗世界においては便所、橋、井戸などは、
この世と霊界の接点となっている境界的領域と考え
られていた。このような領域に、まだこの世と霊界
（生と死）のいずれの世界に属するか所属の定まら
ない生児が参るということは、そこが生と死がとも
に存在可能な場であるだけに、ともすれば霊界へ引
き戻されてしまう危険性をたぶんにはらんでいる。
しかし犬がこの世と霊界（死の世界）の境界にあっ
てその両者を結んでいるがゆえに、また外敵を防ぐ
という性格からも、生児が霊界へ引き戻されるのを
犬が防ぐことができるのだ（菊地健策「犬供養の研
究（１）－犬供養と犬信仰－」民俗学評論１７号；
〔「イヌ」をめぐる民俗〕竹田旦編『民俗学の進展
と課題』所載論文）という。

野辺送り： 埋送儀礼の中で、死者の棺は墓地ま
で行列で送られる。その最中、犬が吠えかけたらば、
ただちに死者の枕飯の一部を投げつけねばならない。
死霊が空間を移動している過渡期に犬に吠えられの
は、犬があの世とこの世の境界領域に存在している
からで、危険防止の一環として米飯を犬に供するこ
とで死者の霊がこの世に引き戻されるのを防ぐ（菊
地健策「民俗学評論」１７号；宮田登『ヒメの民俗
学』）。

墓：民俗学では「埋葬」を「埋送」と書くこと
が多い。人は死ぬと、死者の世界へ送り出される。
その際、何より重要とする信仰上の奉仕を表現する
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のが「埋送」であることは言うまでもない。埋送地点
にはさまざまな装置がほどこされるが、その一つが
カキ（垣）である。この世の存在からあの世のへと
転換してゆくまでの不安定な状態にある一定の期間
必要とされた死者の「忌み篭り」のためのものであ
る。この間、外部から魔物や悪霊の類の侵入を防ぐ
と同時に、内部の死者の霊魂が遊離して出ないよう
にする姿勢を示す装置である（新谷尚紀『生と死の
民俗史』）。カキに分類される忌垣型殯（モガリ）
ではハジキ竹を用いた構造であり、ヤマイヌや犬が
荒らすことを防ぐものとしばしば解釈されるが、民
俗学上での墓とヤマイヌや犬との関係は筆者にはあ
まり理解できていない。ただ、その構造を見る限り
では、物理的に野獣の害を防ぐ効果があったとはあ
まり考えられない。

アニミズムと日本の導犬概念
生児が霊界へ引き戻されるのを犬が防ぐ、逆に死

者の霊がこの世に引き戻されるのを防ぐ。出産や埋
送などの「境界の守護霊」として、犬が日本人の死
生観に深く関わっていたことをみてきた。わが国で
は古くからヤマ（山）に死者を葬ることから、山中
に死者の国があると信じられていた。心細い死出の
山径を行く死者の霊をヤマイヌ（「送りイヌ」）に
託せば、無事冥界にたどりつける。日本の民俗文化
にも古代東アジアの「導犬概念」に通じるような観
念があったのだと思う。 イヌはイ（命）ヌ（消える）
の意で、音韻的に検討された「イヌ」という語彙は
「生命霊の奥に消える」の意味をもっている（津田
元一郎『日本語はどこから来たか』）。
生物、無生物を問わず事物に精霊（ｓｐｉｒｉｔ，霊的な

存在）を認めるのがアニミズムと呼ばれる素朴な信
仰である。アニミズムはラテン語のアニマ（ａｎｉｍａ）
に由来する。英国の人類学者 Ｅ．Ｂ．タイラ－が『原
始文化』（１８７１）の中で提唱した。精霊崇拝は日本
の民間信仰においてもきわめて顕著であり、その機
能は守護霊としての性格を発揮する点に大きな特徴
が認められる （宮田登「日本の民間信仰」『 世界の
宗教と経典』所載論文）。桜井氏の記述には、こう
した日本人のヤマイヌに対する精霊感が随所に盛り
込まれている。ヤマイヌは「決して悪戯をはたらかな

い。むしろ人間を守ってくれるものである」、「ヤマイ
ヌがいったん憑いてしまうと、他の妖怪は遠慮して
憑かなくなる」などは、ヤマイヌをアニミスティッ
クな存在（守護霊）と認識し、それには霊力があっ
て悪霊を除去してくれる力があるものだという意識
が示されている。

守護霊の零落
人間と獣の交渉過程の中で「憑きもの」は動物霊

に対する信仰であり、動物が人間より智力に長じて
いた時代の名残を示すものと考えられている。本来、
日本ではキツネ、イヌ、オオカミに特別な信仰が寄
せられていた。それにもかかかわらず、「憑きもの」
現象ではキツネを筆頭に、それらの動物霊は邪悪な
存在として忌避されるようになっていった。つまり、
どこかで動物霊信仰が歪曲されたのである。それは、
ほとんどが「憑きもの」の悪い面を強調した修験者
など、宗教者たちによるとされている。動物霊信仰
を邪神と位置づけ、霊的存在の邪悪な活動を止めさ
せるために、崇拝対象の眷属＝守護霊の力、つまり
「山のカミ」の霊力を身につけ、それを操作・利用し
て「除魔」や「憑きものおとし」を行なったのであ
る。それによって信者を得ることに成功した（宮田
登『原初的思考－白のフォ－クロア－』；佐々木宏
幹『シャ－マニズム』）。
これまで知られた１００個に満たないヤマイヌ（ニ

ホンオオカミ）の頭骨記録（中村，２００４）は、その
ほとんどが「除魔」や「憑きものおとし呪法」に使
われた残骸であろう。

〈付記〉
ヤマイヌの学名が「小径を守護する犬」を意味す

ることは本誌連載第１回（８３号）で述べた。シ－ボ
ルト門人の蘭語論文目録の中に高野長英の「狼と山
犬の記述」と題する論文がある（石山禎一ほか編『新
・シ－ボルト研究Ⅰ自然科学・医学篇』）という。
未見の資料であるが、学名の意味から推察すると、
「送りイヌ」本来の意味をシ－ボルトに伝えたのは
高野長英であったのかもしれない。
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第９ 回

「鷲家口オオカミ」はなぜ重要か
中 村 一 恵 （生命の星・地球博物館名誉館員）

”Ｄｕｋｅ ｏｆ Ｂｅｄｆｏｒｄ Ｚｏｏｌｏｇｉｃａｌ Ｅｘｐｅｄｅｔｉｏｎ”とし
て知られた動物学上の探険がある。「極東における小
型哺乳類の広範なる採集を主眼としたもので、本邦
動物学上きわめて重要な探険であった」（江崎、１９３５）。
第１１代ベッドフォード（Ｄｕｋｅ ｏｆ Ｂｅｄｆｏｒｄ，１８５８－１９４０）
公爵は英国における著名な貴族であり、動物学者で
もあった。中国の鹿、シフゾウ（四不像）を英国の
大庭園に移し、その絶滅を防いだ人としても知られ
ている。今日、この奇妙な鹿を生きたまま見ること
ができるのはベッドフォ－ド公爵のお陰であると言
ってよい（現在では英国から中国に逆移入され復活
している）。
探険に従事したのがスタンフォ－ド大学出の若い動

物学者、マルコム Ｐ．アンダ－ソン（Ｍａｌｃｏｌｍ Ｐｌａｙｆａｉｒ
Ａｎｄｅｒｓｏｎ、１８７９－１９１９）であった。オオカミ－ファンに
とって、忘れがたい人物である。肖像写真から思うに、
端正な顔立ちの中に意志の強さを感じさせる、その
ような青年であったのかもしれない。この探険の行
程でアンダ－ソンが鷲家口（奈良県東吉野村）に来
たのが明治３８（１９０５）年１月１３日である。その時通訳兼
助手として同行したのが金井清（１８８４－１９６６）である。
当時一高の３年生で２１歳であった（後に諏訪市長と
なる）。

オルドフィ－ルド・トマスによる研究
アンダ－ソンが得た日本産標本は５０種（亜種を含

む）に及び、６００個体を超えている（上野，１９６８）。その
コレクションを調べたのが、１８７８年から１９２３年まで
大英自然史博物館に在職していた哺乳類学者Ｏ．トマ
ス（Ｏ．Ｔｈｏｍａｓ）で、早くも１９０５年１１月にはアンダ－ソ
ンが日本で採集した哺乳類の目録を発表している。
その中にアンダ－ソンに敬意を表して命名された学
名がある。岩手県盛岡近辺が基産地となった新種の

ヤチネズミ類の一種で、Eothenomys andersoni（Ｔｈｏ
ｍａｓ，１９０５）と命名されている．現在もこの学名は生き
ており、英名も「アンダ－ソンのヤチネズミ（Ａｎｄｅｒｓｏｎ’
ｓ Ｒｅｄ－ｂａｃｋｅｄ Ｖｏｌｅ）」で通っている。紀伊半島南部
と中部以北の本州に分布する固有種である。
別表の中・大型哺乳類はアンダ－ソンが鷲家口で

得た標本に基づいている。採集できなかった哺乳類
はサル、キツネ、ツキノワグマ、アナグマ、カワウ
ソの５種である。採集品 にはネズミ類やモグラ類な
どのような小型哺乳類が含まれていないのは不思議
である、が、それらはアンダ－ソンが四国旅行（１９０５
年２～３月）中に、鷲家口での採集品を預けた神戸の
旅館の火事で全部焼亡したためである（江崎，１９３５；
上野，１９６８）。

２－２

図説明 :マルコム P.アンダ－ソン（江崎,1935より）.

－１－



猟師等から購入したとはいえ、わずか１２日間で１１
種もの哺乳類を入手しているのは、アンダ－ソンが
いかに精力的に採集活動をしていたかを物語るもの
であろう。江戸後期の諸国産物集成から復元した紀
伊半島の中・大型哺乳類相は９科１６種でこれを１００と
すると、アンダ－ソンの採集品は実にその７０％に達
している。トマスがアンダ－ソンにすぐれた採集者
だと折紙をつけているのも首肯ける。
１２日間の滞在中にアンダ－ソンがオオカミを買い

入れたのは１９０５年１月２３日のことである。その標本に
付けたノ－トとして、以下のような一文をトマスが
目録に採録している。
「Ｔｈｅ Ｗｏｌｆ ｗａｓ ｐｕｒｃｈａｓｅｄ ｉｎ ｔｈｅ ｆｌｅｓｈ，ａｎｄ Ｉ

ｃａｎ ｌｅａｒｎ ｂｕｔ ｌｉｔｔｌｅ ａｂｏｕｔ ｉｔ．Ｉｔ ｉｓ ｒａｒｅ，ｓｏｍｅ
ｓａｙ ａｌｍｏｓｔ ｅｘｔｉｎｃｔ．Ｊａｐａｎｅｓｅ ｎａｍｅ ”Ｏｋａｍｉ” ｏｒ
”Ａｍａｉｎｕ”－Ｍ．Ｐ．Ａ．」．Ｍ．Ｐ．Ａ．はマルコム Ｐ．アンダ－ソ
ンの略語である。“ｉｎ ｔｈｅ ｆｌｅｓｈ”とあるのは肉つき
のまま、つまり屍体で手に入れたことを記録したも
ので、同行していた金井清（１９３９）も、後に「二、
三人の逞しい猟師が一匹の狼を擔いでやって来た」
と証言している。“Ａｍａｉｎｕ”は“Ｙａｍａｉｎｕ”の誤記である。
アンダ－ソンの上記のメモで最も重要なのは、

“ｓｏｍｅ ｓａｙ ａｌｍｏｓｔ ｅｘｔｉｎｃｔ”の記述である。当時オオ
カミはほとんど絶滅状態にあったことをアンダ－ソ
ンは感じ取っていたのであろう。

「鷲家口のオオカミ」はなぜ重要か
この個体は雄であった。トマス後に「鷲家口のオオ

カミ」を本格的に研究したのは、ロンドン動物園の哺
乳類学者ポコック（Ｒ．Ｉ．Ｐｏｃｏｃｋ，１９３５）である。世界中
から集められた標本に基づきオオカミの亜種を分類
した。当然のことながら「鷲家口オオカミ」について
も、頭骨の計測値と毛皮について詳細に記載してい
る。おそらくポコックは間頭頂骨の矢状稜突起が未
発達であることや頭骨全長の大きさなどの特徴に基

図説明

「鷲家口オオカミ」の頭骨（Ａｂｅ，１９３０より）．

矢状稜突起（矢印）が未発達であることに注意．

十分成長した雄では後方へ強く張り出す．

づいて若い雄と判定したものと思われる。因にポコ
ックによれば、大英自然史博物館所蔵の秩父産成獣
推定雄（ａｄ．♂？）の頭骨全長は２０５ｍｍであるが、「鷲
家口のオオカミ」（ｙｇ．♂）のそれでは１９０ｍｍである。
いつ、どこで、誰がどのように採集し、それを誰が

研究し、今どこに良好な状態で保存されているのか。
これらが博物館の資料として最も重要な要素である。
探険隊を組織したベッドフォ－ド公爵、収集に当た
ったアンダ－ソン、立ち合った日本人の金井清の証
言、収集品を目録としてまとめたトマス、さらに詳細
な比較研究をしたポコック、これらの人々の努力に
よって「鷲家口のオオカミ」は今日まで第一級の標本
として大英自然史博物館に保存されてきたのである。
標本の保管は厳重で一般には公開されていない（山
根一眞「シンラ」２９号，１９９６）という。

付記：本稿をまとめるに当たり、江崎悌三（「Ｄｕｋｅ
ｏｆ Ｂｅｄｆｏｒｄの動物学探険」植物及動物３巻，１９３５）と上
野益三（「鷲家口とニホンオオカミ」甲南女子大学研
究紀要５号，１９６８）両先生の論考を引用および参照さ
せていただいた。衷心より御礼申し上げる。

江戸後期（紀州）と鷲家口近辺で記録された
中・大型哺乳類との比較

時 代 江戸後期＊ 明治３８（１９０５）年
科 名 和 名

サル 科 サル －
イヌ 科 キツネ －

タヌキ ＋
オオカミ ＋

クマ 科 ツキノワグマ －
イタチ 科 テン ＋

イタチ ＋
アナグマ －
カワウソ －

イノシシ 科 イノシシ ＋
シカ 科 シカ ＋
ウシ 科 カモシカ ＋
リス 科 リス ＋

ムササビ ＋
モモンガ ＋

ウサギ 科 ノウサギ ＋

計 ９科１６種（１００％） ８科１１種（６９％）

＊『紀州獣類尋問志』他，江戸後期諸国産物集成
（安田，２０００；２００１）による．

＋：アンダ－ソンが採集できたもの，－：できな

かったもの．
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第１０回

オオカミは大きくもなり、小さくもなる

中 村 一 恵 （生命の星・地球博物館名誉館員）

第四紀はおよそ２００万年前に始まり、現在までを

含む最新の地質時代である。キ－・ワ －ドは気候
変動、海水準変動、地殻変動の三つである。とくに
気候変動や海水準の変動は日本列島の生態系を変え、
生きものたちの進化や絶滅に大きな影響を与えてき
た。第四紀は人類の歴史でもあるが、ヒトと同じよ
うにオオカミも進化の頂点に達した。ヒトとオオカ
ミはパラレルに進化してきたように思える。歯（下
顎第一大臼歯）の変異から「日本のオオカミ変遷」
をたどってみたいと思う。ニホンオオカミの頭骨の
特徴についても触れる。

歯は語る
第一大臼歯（以下、Ｍ１）は下顎のほぼ中央部に位置

している（図１－１）。この歯の前半部 は二又の鋭い
峰状となっているが、後半部は棚状となっていてタ
ロニッド・ベイスンと呼ばれている（図１－２ 矢印）。
Ｍ１には二つの機能がある。前半部は肉を裁断する機
能があり、裂肉歯とも言われるのもそのためである。
この歯は上顎の第四小臼歯（図２ 矢印）と噛み合っ
て肉をスライスする。一方、棚状の部分（図１－２） には
噛み砕いたり、磨り潰す機能がある。Ｍ１歯冠部の最
大幅が歯冠長である（図１－３）。歯冠の表面を覆うエナ
メル質は 体中で最も硬い物質であり、化石としてよ
く保存される。
各地のオオカミ類のＭ１に関する計測値を表にまと

め、それらに基づいてグラフを描いた（以下、Ｇと
略記する）。
ユ－ラシアから北米に広範囲に生息していただけ

にオオカミの種内変異は大きい。「オオカミⅠ」のヨ
－ロッパ・中東（Ｇ－ｈ～ａ）や「オオカミⅡ」の東アジア
（Ｇ－ｎ～ｑ）では、いずれも北方へ向かうにつれてＭ１の

サイズが大きくなっている。ただ、「オオカミⅢ」の北

米のオオカミはベ－リングを経由してユ－ラシアか
らの移住個体群に由来するものだから、南へ向かう
につれて小型化していったと言うべきかもしれない。
メキシコオオカミ（Canis lupus baileyi，Ｇ－ｔ）が最
小亜種である。アカオオカミ（Canis rufus，Ｇ－ｕ）は
独立種か、オオカミとコヨ－テ（Canis latrans）の
雑種かで揺れている。
化石オオカミの巨大な歯が青森県と静岡県から発

見されている（Ｓａｉｔｏ，１９５７；長谷川，１９６５）。後期更
新世のこのス－パ－・ウルフ（Ｇ－ｒ）は世界最大であ
るかもしれない。縄文時代（Ｇ－ｏ）にはいくぶん小
型化したとは言っても、縄文早期にはエゾオオカミ
（Ｇ－ｑ）に匹敵する大型のオオカミがまだ生息してい

た。栃原遺跡（長野県）から出土したオオカミの体重
は約６６ｋｇと推定されている。Ｍ１は２９．１５ｍｍである（宮
尾ら，１９８４）。更新世から縄文を経て近・現代に至る
変異は、時系列的変異と呼ばれる（宮尾ら，１９８４；中
村，１９９８ａ）。
近・現代に至ってオオカミはさらに小型化した

（Ｇ－ｎ）。それでも、近・現代のニホンオオカミのＭ１
（Ｇ－ｎ）はイヌ（Ｇ－ｋ～ｌ）よりも大きい。そこで、そ
のサイズが２２ｍｍ以上あればオオカミと見做す一応の
目安になると考えて、私はこれを「オオカミ・ライ
ン」と名付けている。ライデン国立自然史博物館所
蔵のタイプ標本♀（Ｇ－Ｎ）では、これを下回っている

が、オオカミと判定されている（小原，２００２）。斎藤
弘吉氏（１９６５）もタイプ標本♀はオオカミだと言って
いるが、「日本狼としてはあまりに稀な極小型で、こ
れでは日本狼の標準にならぬことは四肢長も頭骨も
同様である」と。気持ちはわかる。
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ニホンオオカミはなぜ小型化したのか

化石オオカミについては古生物学会の例会予稿の
段階であるが、最近になって安井謙介と松岡廣繁の

両氏（２００２）によって画期的な発見がなされ、日本産
オオカミの系統に関する知識が一段と前進したと思
う。岐阜県八幡町熊石洞から発見された標本に基づ
くもので、

１４
Ｃ年代測定で得られた値は３１，０１０±３２０

ｙ．Ｂ．Ｐ．である。後期更新世前期の大型オオカミ化石
である。ニホンオオカミの頭骨写真（図－２）と対比
していただきたいが、第二小臼歯から第四小臼歯が
下顎骨の正中線に対し斜交しながら密に並び、Ｍ１の
サイズに対して下顎骨長が短いのが特徴と指摘して
いる。安井氏らは小型化は遅くとも約３０、０００年前に
生じたと考えている。
世界的にみて有蹄類はオオカミにとってきわめて

重要な餌動物であることは確かである。有蹄類は、オ

オカミのような肉食動物と違って、特定の植生と気
候にしっかりと固定されやすい。日本列島のような
大陸と切り離された環境では、食物は限定される。そ
のため、ニホンジカやアカシカ（日本では化石種）な
どの植食動物の小型化が促進されたと考えられてい
る。本土のニホンジカは北海道や大陸産に比べてか

６ページへ

↑図 2. 筆者撮影．

丹沢産ニホンオカミの口蓋の形態.

矢印：上から第四小臼歯の位置，口蓋
骨後縁の湾入，鼓室胞．ｚｙ－ｚｙに

ついては本文を参照．

← 図 1.

頬側から見た3種の下顎骨比較.

（１）オ－ヴァ－・ハング型（写真１と２），
（２）垂直型（写真３）．
１：柴犬（五味靖嘉氏標本）．
２：丹沢産ニホンオオカミ

（中村，２００４より）．

３：北米北部産大型オオカミ．
（筆者所蔵標本）．

図１－１のＭが第一大臼歯の位置，
図１－２の矢印がタロニッド／べイスン

の位置，
図１－３がＭ１歯冠の最大長の測定範囲

をそれぞれ示 す．
筋突起（ｃｐ．）の位置は図１－１．２型の形

状の違いは明瞭である．
図１のＭ１のサイズは上から２０ｍｍ，２５ｍｍ，

３０ｍｍ程度．
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オオカミとその近縁種の下顎M1歯冠長計測値(mm)

n m ea n s .d . r e f .N o.

オオカミⅠ
ａ：グリ－ンランドとＥｌｌｅｓｍｅｒｅ島産 １２ ２９．６ １．４６ ｒｅｆ．１
ｂ：ロシアとスカンジナビア北部産 ４ ２９．７ １．６７ ｄｉｔｔｏ
ｃ：デンマ－ク産 ７ ２９．３ ０．７６ ｄｉｔｔｏ
ｄ：トルコ産 ９ ２７．４ １．０５ ｄｉｔｔｏ
ｅ：イラク産 ５ ２６．６ １．７０ ｄｉｔｔｏ
ｆ：イスラエル産 ２６ ２４．６ １．０７ ｄｉｔｔｏ
ｇ：インド産 １２ ２３．６ １．４ ｒｅｆ．２
ｈ：アラビア半島産 ７ ２３．２ ０．７３ ｒｅｆ．１

ジャッカル類
・ｉ：キンイロジャッカル（エジプト産） １２ ２１．３７ １．１９ ｒｅｆ．３
・ｊ：キンイロジャッカル（イスラエル産） ２４ １８．７ ０．８８ ｒｅｆ．１

イヌ類

・ｋ：縄文犬（出水貝塚） ７ １８．６ １．０２ ｒｅｆ．４
・ｌ：ディンゴ（オ－ストラリア産） ９ ２０．３ ０．８ ｒｅｆ．２

オオカミⅡ
・ｍ：化石オオカミ（中国周口店Ⅰ） ３ ２３．４ １．２２ ｒｅｆ．５

ｎ：ニホンオオカミ（日本本土産） ８ ２５．４ １．３４ ｒｅｆ．６
Ｎ：ニホンオオカミ（タイプ標本） － ［２０．５］ － ｒｅｆ．７
ｏ：ニホンオオカミ（本土／縄文早期～晩期） ４ ２６．３７ １．０１ ｒｅｆ．４
ｐ：中国産 １４ ２７．７ １．５ ｒｅｆ．２
ｑ：エゾオオカミ（北海道産） ５ ２９．１２ １．７８ ｒｅｆ．８
ｒ：化石オオカミ（本土・後期更新世） ５ ３２．３６ １．７６ ｒｅｆ．９

オオカミⅢ
ｓ：アラスカ産（北米最大亜種の一つ） １２ ２８．８ １．７ ｒｅｆ．２
ｔ：メキシコ産（北米最小亜種） ９ ２５．２ １．３ ｄｉｔｔｏ

・ｕ：アカオオカミ（北米産，亜種 ｒｕｆｕｓ） １０ ２２．５ ０．８ ｄｉｔｔｏ
コヨ－テ類
・ｖ：コヨ－テ（北米産） ７ ２０．２ ０．９ ｄｉｔｔｏ

n：標本数，m e an ：平均値，s d：標準偏差，r e f .：出典．数値はグラフに対応する．
・印はオオカミ（Canis lupus）の近縁種．
Ｎはタイプ標本を示す．
ｒｅｆ．１：Ｄａｖｉｓ ＆ Ｖａｌｌａ １９７８／

２：今泉吉典 １９８０／

３：Ｄａｙａｎ ｅｔ ａｌ．１９９２／
４：茂原信生１９８６／
５：Ｐｅｉ １９３４／
６：中村 １９９８／

ｒｅｆ．７：小原巌２００２／
ｒｅｆ．８：Ｐｏｃｏｃｋ １９３５ 斎藤弘吉１９３９，小原巌 １９８４の統合値に基づく．

９：Ｓａｉｔｏ １９５７ 直良信夫 １９６５ 長谷川善和 １９６５の統合値に基づく．
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オオカミとその近縁種の下顎M1歯冠長比較

●オオカミ・アカオオカミ □ジャッカル ■イヌ（枠内） ○化石オオカミ ▽コヨ－テ

点線はオオカミ・ライン．
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図3.オオカミ類の体サイズ変異.

１：北米北部産大型オオカミ（筆者撮影）．
２：インドオオカミ（「フランスの動物誌」）より．
３：オ－ストラリアディンゴ（本間正幸氏撮影）．
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なり小型であり、最終氷期の最盛期に日本列島に移
住してきたアカシカ（Cervus elaphus）もヨ－ロッ
パの現生アカシカに比べて小型である。本州におけ
る小型化は地中海の島々や英国南部のジャ－ジ－島

のアカシカの小型化とパラレルな進化である（Ｋｕｗａ
ｙａｍａ ｅｔ ａｌ．，１９９８）。
急激な温暖化による環境変動は生態系を根底から

変えた。寒冷な最終氷期も約１５，０００年前から急激に
温暖化へ向かい、１０，０００年前の完新世になると温暖
化はさらに促進され、約６，０００年前には最温暖期（ヒ
プシサ－マル）に達した。このため日本は大陸から切
り離されて島嶼化したのである。インドネシアのフ
ロ－レンス島 に移住した原人（Homo electus）の
個体群は島に孤立したことで小型化し、大陸の集団
とは異なる方向に進化した。新種（H.floresiensis）
として記載されている（Ｂｒｏｗｎ ｅｔ ａｌ．，２００４）。人類
にも小型化は起きるのである。同島ではステゴドン

象（Stegodon ｓｐ．）も小型化しているということ
だから、やはりパラレル である。
大陸に比べて島嶼の面積ははるかに小さい。有蹄

類の種数も少ない。本土にいるシカ類はたったの１
種である。後期更新世末（約１２，０００年前）のニホンジ
カ（Cervus nippon）は現生種よりも大型であり（中
村，１９９８ｂ）、縄文時代のイノシシ（Sus scrofa）も現
生種より大型（林，１９８３）であった。 オオカミも大型
であったことは先に述べた。器が小さく、有蹄類の
小型化のような餌の制限が生じたのであれば、本土
のオオカミは小さくならざるを得ないだろう。大き
い雄が選択的に狙われるような狩猟圧やイヌとの交

雑の可能性（直良，１９６５）も考慮に入れておく必要
はあろうが。

ニホンオオカミの頭骨の特徴
小 型 化 し た ニ ホンオオカミ（Canis lupus

hodophilax）の特異性は頭骨にある（図２）。顔面側頭
下部にある神経孔の数、口蓋骨後縁の形状（図２，矢
印）、鼓室胞の形態が丸く膨らまない（図２，矢印）など
が頭骨の主な特徴と考えられてきた。その他に私が
考えている現生ニホンオカミの特徴は頬骨弓の幅が
大きいことである。左右の頬骨弓最外側間の曲線距
離（ｚｙ－ｚｙ）が長く後方に向かって膨張するが、逆に吻
幅がしぼられたように極端に狭いことである。これ

は小臼歯部の縮小が著しく、まるで輪郭はシマハイ
エナ（Hyaena hyaena）のようである。切歯部の幅
に対して大臼歯の幅が目立つことによる。大きさは
違うが、柴犬の口蓋の形態（茂原、１９８７）に酷似する。
大臼歯部の幅がそれほど目立つことのない狭長型の
チョウセンオオカミ（Canis lupus chanco）とは明
らかに異なっている（中村，１９９８ａ）。

筋突起（図１，ｃｐ）の機能形態的な意味は私にはよ
くわからないが、その形状の違いは興味深い。オ－ヴ
ァ－・ハング型と垂直型の２型に分けられている。
ドイツの家畜研究者ヘマ－（Ｈｅｍｍｅｒ，１９８０）は前者を
「南方のオオカミ」、後者を「北方のオオカミ」に類型

している。また、アメリカの考古学者Ｏｌｓｅｎら（１９７７）

はチュウゴクオオカミ（Canis lupus chanco）の筋
突起の特徴と結びつけて、家犬の東アジア起源論を
展開した。オ－ヴァ－・ハング型はイヌの特徴であ
る（Ｏｌｓｅｎ，１９８５）。彼らの見解に従うならば、柴犬の筋

突起（図１－１）は南方型と見做せるのかもしれない。小
型化と関連するのだろうか、ニホンオオカミも後方
へ顕著にオ－ヴァ－・ハングしている（図１－２）。これ
はどう解釈すべきなのだろうか。近年報告された群
馬県と九州の洞窟産ニホンオオカミ （小原・長谷川、
２００３；長谷川・小原・曽塚，２００４）の筋突起でも、明
らかに後方へオ－ヴァ－・ハングしている。両例とも
絶対年代の記載はないが、縄文時代以降の標本と判
断されている。一方、北米産の北方大型オオカミの
筋突起では、ほぼ垂直（図２－３）である。
「寒冷な気候下では体重に比べて体表面積の小さ

いことが生存に有利である。このため、より温暖な
地方の同種の個体よりも体重が大きくなる」。これ

が「ベルクマンの規則」である。これで、オオカミ
（図３－１）がなぜ大型化したのか、逆に小型化したか
の説明は一応つくが、私の好みはペラモルフォ－シ
ス（「過成進化」）である（図３のｊからａへ向かう方向）。
オオカミが「巨大化の方向」に進化したことは本土
産後期更新世の化石オオカミの歯冠長（Ｇ－ｒ）から
伺い知れよう。逆にイヌはオオカミからペドモルフ
ォ－シス（「幼形進化」）をたどった。動物体がいろい
ろな部分の成長の量を変えることで、進化は両方の
方向へ進み得るということである（Ｋ．Ｊ．マクナマラ，
２００１『動物の発育と進化』田隅本生 訳）。

英国の著名な生態学者 Ｃ．エルトンは「同じよう
な環境があるならば、世界の遠く離れた地域に住ん
でいる動物にも同じような「職業」を占めるものが
出現するはずだ」と示唆している。これがニッチ
（生態的地位）である。ヨ－ロッパ・中東、南アジ
アには「ジャッカルの職業」（Ｇ－ｉ～ｊ）、北米には「コ
ヨ－テの職業」（Ｇ－ｖ）がある。東アジアにも小型オオ
カミ類のニッチがあってもよさそうだが、それがな
い。本論の第一の疑問点である。中国北京近郊の周口
店遺跡（北緯４０度）から小型オオカミ （Canis lupus
variabilis）の化石（Ｇ－ｍ）が発掘されているが、ニ
ホンオオカミとの関係は全く明らかにされていない。
一方で、イヌの祖型は存在しないという考え方があ

る。今泉吉典氏（１９８０）によれば、家犬の分布域が
著しく広がり、個体数が増大した場合、ニッチが等
しい同種の野生個体群（祖型）は家犬との交雑によ
って本来の姿を失い、あるいは生息場所を占有され
ることによって消滅しても不思議はない。
イヌがインドオオカミ（Canis lupus pallipes，図

３－２）を祖先として成立したというこれまでの有力な
説は崩れつつある。近年の分子情報（Ｓａｖｏｌａｉｎｅｎ ｅｔ
ａｌ，２００２）によれば、イヌは東アジアで家畜化された
のであって南アジアは家犬化された地域ではない。
ディンゴ （図３－３）も東アジア起源である（Ｃｏｒｂｅｔｔ，
１９９５）。
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第１１回

アカオオカミ､リストから消える!
中 村 一 恵 (生命の星･地球博物館名誉館員)

アカオオカミとは
北米大陸には３種のオオカミ類が生息していた。コヨ
－テ（Canis latrans）、アカオオカミ（Canis rufus）、
オオカミ（Canis lupus）の３種である。アカオオカミ
は毛皮が赤褐色をしていることからＲｅｄ Ｗｏｌｆと呼ば
れてきた。かつてアメリカ合衆国の東南部一帯の温
暖で湿潤な森林に生息していた。主食はコヨ－テの
ようにウサギ類、アライグマ（Procyon lotor）、ヌ－
トリア（Myocastor coypus）などの中型動物である
が、魚類や昆虫も食べ る（Ｓｈｅｌｄｏｎ，１９９２）。

Ｇｏｌｄｍａｎ（１９４４）の『北米のオオカミ』は今や古
典的名著であるが、この本によれば、分布域の東部
の C .r. f l or i da n u s、 西部の C. r.r uf u s、中部 の
C.r.gregoryiの３亜種に分類されている。Ｇｏｌｄｍａｎ
の計測値から２亜種（rufusとgregoryi）の頭骨全
長と下顎Ｍ１（歯冠長）の標準偏差値を計算し、ニホン
オオカミ（Canis lupus hodophilax）と比較してみ
た（付表１－１）。亜種gregoryiの方が亜種rufusよ
り大きい。亜種にこだわらずにアカオオカミ全体を
見ると、ニホンオオカミとほぼ同じぐらいの大きさ
（付表１－２）のようである。

独立種なのか雑種なのか
オオカミはかつて北米大陸の大部分の地域に広く

生息していたが、現在では合衆国のほとんどの地域
とメキシコで絶滅した。アカオオカミも似たような
ものである。１９６７年にアメリカ政府によって絶滅危
惧種に指定されていたが、１９７０年代後半頃に野生の
ものは絶滅した。幸いにも米国野生動物保護局は絶
滅危惧法に基づいて飼育下にあるアカオオカミの保
護を迅速に行い、その絶滅を未然に防ぐことができ
た（Ｓｈｅｌｄｏｎ，１９９２；Ｗａｙｎｅ ＆ Ｇｉｔｔｌｅｍａｎ，１９９５，「日経

サイエンス」２５巻９号，増田隆一訳）。
アカオオカミの分類には四つの見解がある。形態

学だけで種を分類することがいかに難しいかを示し
た典型的な一例であろう。
１）アカオオカミは明瞭な独立種である。２）アカオ

オカミはコヨ－テとオオカミの雑種起源である。独
立種として扱うべきではない。３）アカオオカミはオ
オカミの一亜種である。４）アカオオカミ自体があま
り古くない時代にコヨ－テと交雑したものである。
独立種として扱うべきではない。しかしながら当時、
多くの哺乳類研究者はアカオオカミを明瞭な独立種
として認めていた（Ｓｈｅｌｄｏｎ，１９９２）。
ところが、ミトコンドリアＤＮＡを調べた分子生物

学者のＷａｙｎｅとＪｅｎｋｓは、１９９１年のイギリスの科学雑
誌ネイチュア誌にアカオオカミはオオカミとコヨ－
テの雑種であるとする見解を発表したことで論争は
沸騰した。 当然、この結果はアカオオカミを保護し
て野外へ再導入させることに努力してきた人々
（Ｐｈｉｌｌｉｐｓ，１９９０など）にとって大きな落胆となった
に違いない。Ｗａｙｎｅらの発表以後、アカオオカミの分
類や系統をめぐって化石種や現生種の分類に精通し
たＮｏｗａｋと、Ｗａｙｎｅを筆頭とする分子生物者の間で現
在も激しい論争となっている。
３種の頭骨全長を比較したＢｅｋｏｆｆ（１９７７）によると、

確かにアカオオカミはオオカミとコヨ－テの中間的
な大きさである（写真参照）。アカオオカミの化石は
発見されていない（Ｐａｒａｄｉｓｏ ＆ Ｎｏｗａｋ，１９７２）。これは
交雑説には有利である。しかし古脊椎動物学者の
Ｂｅｒｔａ（１９９５）によって、近年フロリダからアカオオカ
ミの化石が発見されたという。その絶対年代がどう
なっているのか知りたいところであるが、論文は未
見である。
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なぜ交雑が起こったのか
オオカミとコヨ－テの交雑化はヨ－ロッパ人がア

メリカ大陸へ移住し始めた初期の頃に起きたと考え
られる。１７００年代に移住が拡大するにつれて農業の

写真： 北米産オオカミ類3種の頭骨サイズ比較（いずれ
もレプリカ）.

1:シベリア型オオカミ頭骨全長284.2mm.
2:アカオオカミ同234.8mm.
3:コヨ－テ同193.0mm.
アカオオカミは中間的な位置にある.

ための森林伐採およびオオカミの撲滅が行なわれた
ことに原因がある。そのためオオカミとコヨ－テが
交雑する機会がさらに多くなっていった。オオカミ
とコヨ－テの雑種はさらにコヨ－テと頻繁に交雑を
繰り返し、やがてコヨ－テに近い特徴を備えるよう
になり、後にアカオオカミと分類される形態的特徴
を獲得していったのであろう（Ｗａｙｎｅ ＆ Ｇｉｔｔｌｅｍａｎ，
１９９５）。Ｗａｙｎｅらの仮説はこのようなものである。
オオカミとコヨ－テの交雑化は両者の数の関係が

アンバランスとなったからだとＷａｙｎｅとＧｉｔｔｌｅｍａｎは
考えている。アメリカ合衆国では１９００年までにオオ
カミの数は生息地の破壊と補食者コントロ－ル・プ
ログラムによって劇的に減少してしまった。その結
果、オオカミの絶滅は一方でコヨ－テの増加につな
がった。アメリカ合衆国とカナダの五大湖地域では
オオカミが絶滅した後にコヨ－テが進出し、とりわ
け人間によって撹乱された地域で増えていった
（Ｍｏｏｒｅ ＆ Ｐａｒｋｅｒ，１９９１）。もし、オオカミの個体群が
健全な状態にあったならば、コヨ－テとの交雑は起
こりえなかっただろうとも指摘されている（Ｗａｙｎｅ
＆ Ｂｒｏｗｎ，２００１）。オオカミの数が多い時には、彼らの
ホ－ム・レンジやテリトリ－に侵入してきたコヨ－
テを殺す（Ｐｅｔｅｒｓｏｎ，１９９５；Ｒｏｂｂｉｎｓ，１９９７）。

『世界の哺乳類リスト』という大部の本があるが、
第一版から第二版までのリストではアカオオカミは
独立種として認められていたにもかかわらず、付表２
に示すように最新の第三版では削除されている。『哺
乳類リスト』からアカオオカミが削除されたのは、雑
種とするＷａｙｎｅとＪｅｎｋｓ（１９９１）の論文が重視された
（Ｗｉｌｓｏｎ ＆ Ｒｅｅｄｅｒ，２００５）からであろう。コヨ－テは
イヌとも交雑し（Ｈａｌｌ，１９４３；Ｍｅｎｇｅｌ，１９７１）、ジャッカ
ル（Canis aureus）もまたイヌと交雑する（Ｒｏｂｅｒｔｓ，
１９９７）。ニホンオオカミもイヌと交雑したのだろうか、
連載のなかで考察したいと考えている。

付表1-1. アカオオカミとニホンオオカミの頭骨計測値比較（単位㎜）
頭骨全長 下顎Ｍ１（歯冠長） 出 典

アカオオカミ １） ｎ＝１０ ２０５． ８±４．７４ ｎ＝１０ ２２．７９±１．３０ Ｇｏｌｄｍａｎ（１９４４）
アカオオカミ ２） ｎ＝１０ ２１８．２４±５．９４ ｎ＝１０ ２５．０５±１．４８
ニホンオオカミ ３） ｎ＝１３ ２１５．４８±７．９８＊ ｎ＝ ８ ２５．４ ±１．３４＊＊ 小原（１９９０）＊／中村（１９９８）＊＊

１） 亜種rufus ２） 亜種gregoryi（ア－カンサス産） ３）神奈川県丹沢産

付表1-2. アカオオカミとニオンオオカミの外部計測値比較（単位㎜）
頭胴長 尾 長 肩 高 体 重 出 典

アカオオカミ １０００～１３００ ３００～４２０ ６６０～７９０ ２０～４０㎏ Ｎｏｗａｋ（１９９１）
ニホンオオカミ ９５０～１１４０ ３００ － － 今 泉（１９６０）

付表2. 『世界の哺乳類リスト』におけるアカオオカミの扱い
発行年 種 数 編 者

第一版 １９８２ ４１７０ Ｈｏｎａｃｋｉ，Ｋｉｎｍａｎ ＆ Ｋｏｅｐｐｌ ＋
第二版 １９９３ ４６２９ Ｗｉｌｓｏｎ ＆ Ｒｅｅｄｅｒ ＋
第三版 ２００５ ５４１６ Ｗｉｌｓｏｎ ＆ Ｒｅｅｄｅｒ －

＋：リストにあり、－：なし
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